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小堀 聡 
「英語文献の読み方」 

 

１．はじめに 

 

「英語論文の書き方」のような本は多いが，それに比べると「読み方」に関する本は少ない（※）．

しかし，ちゃんと読めないものが書けるわけがない（ちなみに，修士課程の学生諸君は，修士論文の英

文アブストラクトを書かなければならない）．そこで，書き方の前に読み方について，解説をすること

にした． 

 

＜理論編＞ 

 

当然のことであるが，英語文献をどう読むかは，「何のために」「何を」読むかによって異なってくる．

諸君もこれまでに指導の先生より英語の文献を読むように指示されたと思う．それらの文献は「何のた

めに」読むのか，またその文献は何か（どういう種類の文献なのか）は分かっているだろうか？ もし

知らないとか分からないというのなら（何も言わずに先生が渡すことは考えられないので，諸君が聞き

漏らしたり忘れたりしたのだと思うが），必ず先生に尋ねてみるべきである． 

 

研究者・技術者が英語の文献を読む理由の一つに「最新の情報を得る」ということがある．諸君もそ

のような目的で読んだこと（読まされたこと）があるかもしれないが，そういうことができるのは，あ

る程度の経験を積んだ者，つまり，これまでにかなりの数の文献を精読した者であろう．残念ながら，

学生諸君は研究者・技術者の卵であり，まだその域には達していないと思われる． 

 

そこで，ここでは１つの文献を精読，つまり，隅から隅まできちんと読んで，内容を充分に理解する

ことを目標にして，文献の読み方を考えてみよう． 

 

・英語文献の分類 

 

・学術文書の特徴 

 

・とにかく読んでみよう 

 

・日本語で下調べをしよう 

 

・読んだことをまとめてみよう 

 

・翻訳してみよう 

 

 

※参考書 

ブルーバックス（講談社） 

小坂 貴志：理系のための英語文献の探し方・読み方（2000） 

竹内 薫：『ネイチャー』を英語で読みこなす（2003） 

理系たまごシリーズ（アルク） 

佐藤 洋一：はじめての理系英語リーディング（2007） 

斉藤 恭一：理系英語最強リーディング術（2007） 



＜実践編＞ 

 

ここでは，The MIT Encyclopedia of the Cognitive Sciences (1999)に載っている”Automaticity”

という項目を例にして解説する． 

 

・automaticity という語は通常の英和辞典には

載っていない．あえて訳すと「自動性」とか「自

動化」ということになる．ここでは，仮に「自

動化」と訳すことにする． 

・このような辞典では，まず「定義」を述べて

いることが多い．この例では「自動化とは認知

過程の特性であり，…」と述べている． 

・さらに，自動的な処理とはどのようなものか

＜一般的に＞述べている．このような場合，

mostや generally という語が用いられる． 

・次に，自動的な処理の＜例＞を具体的に示し

ている． 

・さらに，自動的な処理に関わる事例（カクテ

ルパーティ効果とエラー）の紹介している． 

 

注：e.g.は for example「たとえば」を意味す

るラテン語．論文などではラテン語の略語がよ

く用いられる．たとえば以下の例を調べておこ

う． 

 etc. 

i.e. 

 et al. 

 n.b. 

 

 

・さらに，「自動化」についての説明が続く． 

・先の例を使って説明されている．このように

最初の例が継承されて使われることが多い． 

・”CM”や”VM”というように略語が書かれて

いるのは重要な語であることの証拠である． 

 

・次のパラグラフでは「自動的処理」と「制御

的処理」が対比して書かれている．ここでは

contrast という語に着目しよう． 

・また，often という語から分かるように，ま

た，”AP”と”CP”という略語も示されている

ように，これはかなり一般的な話であり，重要

なキーワードであることが推測される．  

・論文ではキーワードが明示されている場合が

多いが，そのようなキーワードがない場合は自

分で見つけ出す必要がある． 

・「自動的処理」が重要なキーワードであるこ

とが分かったので，まず日本語で調べてみると

注：上記で READING と ATTENTION がすべて

大文字で書かれているのは，この辞典の他の項目

（見出し語）であることを示している． 



よい． 

・たとえば，日本語で書かれた辞典には，以下のように記されている． 

 

認知科学辞典（日本認知科学会編，2002）より 

 

「自動的処理」 

(1)注意資源を必要としない迅速に生起する処理過程．注意資源を必要とする制御的処理あるいは意識

的処理と対比される．意識されないあるいは注意がかかわる以前の処理という意味で，前意識的処理

（preconscious processing），無意識的処理（unconscious processing; non conscious processing），

前注意的処理（preattentive processing）と呼ばれることもある．研究の対象や理論によって細かな

違いはあるが，一般に，自動的処理は処理の初期段階で注意によるコントロールを受けずに進行し，妨

害課題の影響や年齢差による影響も受けにくい処理であると考えられている．また，熟練した課題の遂

行に典型的に現れてくる処理である． 

【関連語】制御的処理 

【同義語】無意識的処理（unconsious processing; non conscious processing） 

【執筆者】川口 潤 

(2)意識的なコントロールが関与しない情報処理のこと．厳密には，a）意識外で働く，b）意図とは無

関係に開始される，c）いったん処理が開始されると中止することができない，d）最小限の注意資源し

か消費せず効率的である，という 4 つの特徴をもつものが自動的処理とされる．こうした処理の対極に

あるのが統制的処理であり，かつては上記の規準を１つでも満たさないものはすべて統制的処理とする

見方もあった．しかし現実的にはすべての規準を満たす情報処理は極めて稀なことから，近年では，自

動的か統制的かといった二分法的な区分ではなく，それぞれの処理をより段階的に区分しようという動

きがみられる． 

【参考文献】J. A. Bargh (1994). The Four Horseman of Automaticity: Awareness, Intention, 

Efficiency, and Control in Social Cognition. In R. S. Wyer, Jr., T. K. Srull (Eds.), Handbook 

of Social Cognition, (2nd ed.), 1, 1-40, Hillsdale, NJ： Lawrence Erlbaum Associates. 

【執筆者】森 津太子 

 

・このような予備知識を持っておけば，英語文献を読む際の大きな手助けとなるだろう． 

・さらに，派生的に「注意」「注意資源」「制御的処理」などについても調べてみるとよい． 

 



・次のパラグラフでは，「自動的処理」の特性

として７つ挙げている．このような場合，実際

に７つあるか，箇条書きにしながら確かめてみ

るとよい（要約しながら，まとめてよい）． 

 

・ 重 要 な 用 語 と し て qualitatively と

quantitatively という語に注意しよう． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・次のパラグラフでは，先に述べた＜特性＞を

説明する＜モデル＞について述べている． 

・モデルは２種類あると説明している．どこま

でが１つめの説明で，どこからが２つめの説明

か注意しよう（In contrast という語に着目す

る）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・さらに，「自動化」という概念が適用・応用

される領域・分野について述べている（applied 

to という語に着目する）． 

・いくつかの領域が示されているので，ここで

も箇条書きにして確認してみるとよい（「意識

的処理」「技能獲得」「ヒューマンエラー」「臨

床」…）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・また，「自動的処理」の概念は歴史的にも古

く，多くの領域に関わり重要であると述べてい

る． 

・最後に，参照すべき他の項目を示している． 

 

・ちなみに，この項目の著者 Walter Schneider

は「注意」の研究の第一人者である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：上記で literature と書かれているのは，「文学」

ではなく「文献」「論文」あるいは「領域・分野」

という意味である． 



・ここで，References というのは，本文におい

て参照した文献であり，それに対して Further 

Readings は，さらに詳しいことを知りたい場合

に読むべき文献を紹介した読書案内である． 

 

・このような参考文献の書式は論文などによっ

て異なるが，基本的な項目は同じである． 

 

・右の例には，論文と著書の例があるが，それ

ぞれ書式が違うことに注意しよう（さらに，単

著の書籍と編者がいる書籍でも書式が異なる）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


